
下⽔道管渠総合地震対策実施設計業務委託（８−１）
質問書に対する回答
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福 山 市 上 下 ⽔ 道 局

 契約約款に基づき、必要があると認めら
れる場合は履⾏期間の延⻑を協議すること
は可能です。

（ 工 務 部 管 路 整 備 課 ）

質 問 項 目 回 答

 地盤⾼、管底⾼、管渠延⻑等は、調査済
みの資料もしくは既存の台帳の数値を採用
すればよろしいでしょうか。既設管調査測
量は不要と考えてよろしいでしょうか。

 3月末工期となっていますが、調査会社
他に遅れが生じることが想定されます。そ
の場合、繰り越しは可能でしょうか。

 既設管の測量調査は必要です。

 本業務においては、地下埋資料の収集は
不要です。

 本業務においては、公私道調査は不要で
す。

 昼間作業を想定しています。
 夜間作業及び交通誘導員数量の増員につ
いては必要に応じて協議の上、変更対応を
考えます。

 契約約款に基づき、必要があると認めら
れる場合は履⾏期間の延⻑を協議すること
は可能です。

 本業務は管渠の更生業務のため、標準仕
様書に記載の地下埋資料の収集は不要と考
えてよろしいでしょうか。

 公私道調査は不要と考えてよろしいで
しょうか。

 劣化度調査は昼間作業でしょうか。現地
状況より夜間作業となる場合、変更可能で
しょうか。
 また、劣化状況や現地状況により交通誘
導員数量の増員が必要な場合、変更対象に
なりますか。

 履⾏期間は令和9年3月31日となってい
ますが、天候等により管内調査に不測の調
査日数が必要となった場合等、工期延伸に
ついての協議は可能でしょうか。

 契約約款に基づき、必要があると認めら
れる場合は履⾏期間の延⻑を協議すること
は可能です。

 適正工期確保の観点から本業務の工期延
伸・繰越は可能でしょうか、ご教示くださ
い。

 契約約款に基づき、必要があると認めら
れる場合は履⾏期間の延⻑を協議すること
は可能です。

 繰り越し工期についてのご回答をお願い
いたします。


